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就
任
後
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
や
る
べ
き

こ
と
を
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
荒
廃
農
地
の
解
消
と

農
地
の
有
効
利
用
対
策
が
最
優
先
さ
れ
る
と
認
識
致
し

ま
し
た
。

　
な
ぜ
荒
廃
農
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
経

過
・
原
因
を
探
り
原
点
か
ら
考
え
な
い
と
解
消
の
必
要

性
は
理
解
出
来
て
も
、
解
消
の
具
体
策
は
見
つ
か
ら
な

い
の
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　
農
村
・
農
業
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
郷
土

愛
）
を
強
く
出
し
、
自
治
会
や
地
域
農
業
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
を
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
期

限
内
に
結
果
を
出
す
）
の
精
神
で
、
懸
命
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
が
ん
ば
る
フ
ァ
ー
マ
ー
で
は
、
中
山
間
に
お

け
る
米
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
大
規
模
で
ド
ロ
ー
ン
等

を
取
り
入
れ
て
お
ら
れ
る
近
代
的
な
専
業
農
家
と
、
非

農
家
で
あ
っ
た
が
、
荒
廃
農
地
を
活
用
し
て
昔
か
ら
言

わ
れ
る
米
づ
く
り
八
十
八
の
作
業
に
基
づ
い
て
耕
作
し

て
お
ら
れ
る
方
と
、
対
照
的
な
お
二
人
を
取
り
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
な
ど
を
ご

覧
に
な
ら
れ
、
ご
参
考
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
な
ら
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
で
は
、
皆
様
の
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
寄
せ
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
農
業
委
員
会 

推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
好
成

　
奈
良
市
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
市
内
で

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、
農
地
が

適
切
に
耕
作
・
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
農
地
の
周
辺
で
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
る
農
地
に
つ
い

て
は
、
調
査
結
果
の
整
理
後
、
所
有
者
の

方
に
利
用
意
向
調
査
等
を
し
て

い
き
ま
す
。

《
実
施
予
定
》

　
平
成
30
年
　

　
９
月
〜
11
月
頃
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
域
の
実
勢
に
あ
っ
た
賃
借
料
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
農

地
法
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
賃
貸
借
契
約

さ
れ
た
賃
借
料
の
水
準
は
、
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
賃
借
料
は
目
安
で
す
の
で
、
実
際
の
賃
借
料

を
決
め
る
際
は
、
当
事
者
間
で
話
し
あ
い
の
上
で
決
め
て
く

だ
さ
い
。

奈
良
市
貸
借
料
情
報
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
お
ら

れ
る
農
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
都
祁
で
米
つ
く
り
を
し
て
お
ら
れ
る
牧

田
さ
ん
と
森
本
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

○
都
祁
の
米
つ
く
り
・
・
・

　
都
祁
地
域
は
奈
良
県
北
東
部
、
平
均
標
高
約
４
７

０
ｍ
の
大
和
高
原
に
位
置
し
て
お
り
、
高
原
を
流
れ

る
綺
麗
な
空
気
・
水
で
育
つ
お
米
は
、
美
味
し
い
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
都
祁
で
主
に
作
付
け
さ
れ
て

い
る
の
は
「
こ
し
ひ
か
り
」
で
す
。

　
こ
だ
わ
り
農
家
さ
ん
と
、
大
規
模
農
家
さ
ん
、
育

て
方
は
似
て
非
な
り
ま
す
が
、
昨
今
の
農
業
で
も
課

題
に
挙
が
る
、
遊
休
農
地
解
消
を
、
お
二
方
と
も
意

識
し
て
お
ら
れ
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
土
地
を
農
地
に

復
元
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

○
牧
田
さ
ん
の
場
合
・
・
・

　
10
年
ほ
ど
前
に
退
職
し
て
か
ら
、
「
自
然
農

法
」
と
い
う
本
を
片
手
に
、
農
業
を
始
め
た
と
い

う
牧
田
さ
ん
。

　
最
初
は
困
難
を
極
め
た
上
に
、
経
費
削
減
の
た

め
、
自
家
消
費
の
み
で
し
た
が
、
段
々
と
慣
れ
て

き
た
今
で
は
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
土
地
を
農
地
に

復
元
し
、
手
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

　
無
農
薬
・
無
肥
料
・
無
除
草
剤
の
自
然
栽
培
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
植
え
付
け
た
の
ち
、
丈
夫
な
根
を
は
ら
せ
る
の

が
一
番
苦
労
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
身
体
に
良
い
米
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
今
ま

で
の
農
業
ス
タ
イ
ル
を
根
本
的
に
変
え
て
行
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。
自
然
栽
培
の
実
践
を
高
め
、

和
食
の
主
で
も
あ
る
米
を
、
も
っ
と
大
切
に
し
て

行
き
た
い
。
」
と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

No.26

取材の様子（都祁行政センターにて）
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○
森
本
さ
ん
の
場
合
・
・
・

　
約
６
万
㎡
を
耕
作
さ
れ
て
い
る
森
本
さ
ん
。

　
主
な
作
物
は
「
こ
し
ひ
か
り
」
で
す
が
、
他
に
も

「
に
こ
ま
る
」
や
も
ち
米
、
早
稲
、
酒
造
好
適
米
の

「
露
葉
風
（
つ
ゆ
は
か
ぜ
）
」
な
ど
、
様
々
な
品
種

の
お
米
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
水
稲
の
苗
は
、
５
月
の
植
え
付
け
に
合
わ
せ
て
、

全
て
自
分
で
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
繁
忙
期
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
う
そ
う
で
す
が
、

基
本
的
に
は
自
分
一
人
で
作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
一
年
目
は
、
化
学
肥
料
で
栽
培
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
有
機
肥
料
に
よ
る
循
環
式
農
業
で
、
専

業
農
家
の
同
志
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
森
本
さ
ん
は
認
定
農
業
者
で
、
奈
良
県
の
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
も
受
け
て
お
ら
れ
、
環
境
に
優
し

い
農
業
へ
の
取
り
組
み
に
日
々
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

○
近
代
的
な
農
業
・
・
・

　
カ
メ
ム
シ
駆
除
の
農
薬
散
布
等
に
、
免
許
を
取
得

し
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
お
ら
れ
る
森
本
さ
ん
。
お

お
よ
そ
４
千
㎡
を
10
分
ほ
ど
で
散
布
し
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
の
講
師
も
さ
れ
て
お
ら
れ
、
次
世
代
農
業
者
や

子
ど
も
た
ち
へ
実
践
し
て
見
せ
て
、
教
え
て
く
れ
ま
す
。

 

「
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
、
農
業
の
取
り
組
み
や
、

主
力
と
な
る
よ
う
な
作
物
・
特
産
物
な
ど
を
作
っ
て

い
き
、
地
域
の
活
性
化
や
発
展
に
努
め
、
農
業
が
衰

退
し
て
行
か
な
い
よ
う
に
、
食
い
止
め
た
い
。
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
牧
田
さ
ん
、
森
本
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
、
取
材
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴールデンラビットビールゴールデンラビットビールゴールデンラビットビール

 ビールを通じて奈良の活性化に貢献したいと
ゴールデンラビットビールを立ち上げた、代表の
市橋健さん。
 奈良県初の大麦栽培や特産米「ひのひかり」を
使ったビールをクラウドファンティング活用して開
発するなど、地方創生にも取り組んでおられます。
 今回取材した森本さんは、都祁地区産のビール
をと、大麦を原材料として、提供されています。
ホップは、都祁行政センターで栽培中です。

　平成３０年７月農業委員会合同総会は７月２７日、午後
３時から奈良市役所北棟６階第２２会議室において開催さ
れ、会長の挨拶後、議事に入りました。
　上程された案件は次のとおりです。
　○農地等の利用の最適化の推進に関する意見書について
　○農地利用状況調査及び非農地判断について
　○農地利用最適化推進委員長及び同副委員長の任命につ
いて

　○農地利用最適化交付金について
　どの議案も滞りなく審議がなされ、満場一致で可決され、
閉会となりました。
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農
業
委
員
会
で
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
並
び
に
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
モ
デ
ル
ほ

場
を
設
置
し
、
委
員
自
ら
が
肥
培
管
理
（
草
刈
・
耕
起
・
定

植
・
収
穫
・
整
地
）
す
る
と
共
に
、
看
板
「
遊
休
農
地
を
解

消
し
よ
う
」
を
設
置
し
、
地
域
住
民
へ
の
農
地
の
有
効
利
用

を
促
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
、
神
殿
町
の
モ
デ
ル
ほ
場
（
J
A
な
ら
け
ん

奈
良
市
南
部
支
店
す
ぐ
そ
ば
、
面
積
４
３
４
㎡
）
で
、
じ
ゃ

が
い
も
・
も
ち
米
・
大
根
を
植
え
付
け
、
農
業
イ
ベ
ン
ト
等

で
ふ
る
ま
い
、
遊
休
農
地
解
消
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
３
月
下
旬
に
は
、
啓
発
看
板
を
設
置
し
、
じ
ゃ
が
い
も
植

え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
、
ひ
ま
わ
り
を
植
え
付
け
し
、
収
穫
ま
で
は
、

担
当
部
門
委
員
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
６
月
上
旬

に
は
、
立
派
な
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
６
月
中
旬
に
は
、
田
植
え
を
行
い
、
７
月
に
は
、
ひ
ま
わ

り
が
咲
き
誇
り
、
道
行
く
人
々
の
目
を
引
き
、
和
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
ほ
場
で

収
穫
さ
れ
た
じ
ゃ

が
い
も
は
、
遊
休

農
地
解
消
啓
発
活

動
を
周
知
し
て
い

た
だ
く
事
に
活
用

し
ま
す
。

　
平
成
30
年
10
月
14
日
（
日
曜
日
）
阪
原

町
で
行
わ
れ
る「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」、同
年

11
月
３
・
４
日（
土
・
日
曜
日
）、都
祁
交

流
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
る「
つ
げ
ま
つ

り
」の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
て
、
遊

休
農
地
解
消
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

じゃがいも植え付け（上）収穫（下）

現在のモデル
ほ場のようす（下）

じゃがいも収穫後に、看板前で撮影（左）
みなさんいい笑顔です。

遊休農地解消啓発看板（上）

　
今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
毎
年
J
A
な
ら
け
ん
柏
木
支
店
で
開
催
さ
れ
て
い

る
「
2
0
1
7
み
の
り
の
秋
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
」
の
来
場
者
を
対
象
に
約
3
0
0
名

の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
意
向
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

性別　
　①男…203名（67.2%）　②女…99名（32.8%）　
　　→半数以上が男性の回答者でした。
年齢は、おいくつですか。
　①39歳以下　 10名（3.2%） ②40歳代　15名（4.9%）
　③50歳代　　 39名（12.9%） ④60歳代　120名（39.5%）
　⑤70歳以上　120名（39.5%）
　　→60歳以上だけで79%を占めており、高齢化が進んでいることが伺えます。
お住まいはどちらですか。
　①平坦　220名（75.3%）　②中山間　50名（17.1%）
　③市外　 22名（7.6%）
　　→アンケート実施会場が柏木町という事で、7割強が平坦の方でした。
農家ですか、非農家ですか。
　①農家　105名（35.6%）　②兼業農家　95名（32.2%）
　③非農家 95名（32.2%）
　　→農業者は農家・兼業農家あわせて7割弱でした。
①もしくは②に○の方・あなたの家には農業後継者がおられますか。
　①後継者と同居　　35名（27.0%）　②将来は戻る予定　30名（23.0%）
　③後継者はいない　59名（45.3%）　④その他　　　　　 6名（4.7%）
　→後継者のいない不安を抱えている農家が約半数という結果になりました。
　　その他に○を入れた方の具体的回答は、ありませんでした。

問 1　調査項目

①ある　168名（59.2%）　　②ない　116名（40.8%）
　イノシシ　　51名（17.7%） サル　　21名（7.3%） シカ　　36名（12.5%）
　アライグマ　71名（24.7%） カラス　93名（32.3%） その他　16名（5.5%）
　→過半数の方が「被害がある」と答え、中でもカラス・イノシシの被害があると回答されました。こ
れは、平坦回答者が7割を占めていることから、カラスの被害が多いと思われます。

①農産物価格の低迷　　　　95名（21.8%） ②遊休農地の解消　128名（29.6%）
③農村集落（里山）の保全　43名（9.9%） ④地産地消の推進　 61名（14.0%）
⑤鳥獣被害対策の強化　　　98名（22.6%） ⑥その他　　　　　　9名（2.1%）
　→②遊休農地の解消が一番多く3割を占めました。

問3で②遊休農地の解消と答えた方にお聞きします。
あなたは、遊休農地を解消するために、どの取り組みが良いと思いますか。（複数回答可）
①農地中間管理機構（農地バンク）の活用 ……………… 60名（20%）
②担い手への農地利用の集積の推進 ……………………… 78名（26%）
③新規就農者と担い手の確保・育成 ……………………… 75名（25%）
④市民農園や家庭菜園として貸す制度の活用・推進 …… 75名（25%）
⑤その他 ……………………………………………………… 10名（ 4%）
　→回答数の多さから、遊休農地解消への強い関心が伺えます。

問２　鳥獣による被害はありますか。　（複数回答可）

問３　農業問題で取り組んでほしいと思うことは何ですか。　（複数回答可）
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農
業
委
員
会
で
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
並
び
に
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
モ
デ
ル
ほ

場
を
設
置
し
、
委
員
自
ら
が
肥
培
管
理
（
草
刈
・
耕
起
・
定

植
・
収
穫
・
整
地
）
す
る
と
共
に
、
看
板
「
遊
休
農
地
を
解

消
し
よ
う
」
を
設
置
し
、
地
域
住
民
へ
の
農
地
の
有
効
利
用

を
促
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
、
神
殿
町
の
モ
デ
ル
ほ
場
（
J
A
な
ら
け
ん

奈
良
市
南
部
支
店
す
ぐ
そ
ば
、
面
積
４
３
４
㎡
）
で
、
じ
ゃ

が
い
も
・
も
ち
米
・
大
根
を
植
え
付
け
、
農
業
イ
ベ
ン
ト
等

で
ふ
る
ま
い
、
遊
休
農
地
解
消
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
３
月
下
旬
に
は
、
啓
発
看
板
を
設
置
し
、
じ
ゃ
が
い
も
植

え
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
、
ひ
ま
わ
り
を
植
え
付
け
し
、
収
穫
ま
で
は
、

担
当
部
門
委
員
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
６
月
上
旬

に
は
、
立
派
な
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
６
月
中
旬
に
は
、
田
植
え
を
行
い
、
７
月
に
は
、
ひ
ま
わ

り
が
咲
き
誇
り
、
道
行
く
人
々
の
目
を
引
き
、
和
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
ほ
場
で

収
穫
さ
れ
た
じ
ゃ

が
い
も
は
、
遊
休

農
地
解
消
啓
発
活

動
を
周
知
し
て
い

た
だ
く
事
に
活
用

し
ま
す
。

　
平
成
30
年
10
月
14
日
（
日
曜
日
）
阪
原

町
で
行
わ
れ
る「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」、同
年

11
月
３
・
４
日（
土
・
日
曜
日
）、都
祁
交

流
セ
ン
タ
ー
内
で
行
わ
れ
る「
つ
げ
ま
つ

り
」の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
て
、
遊

休
農
地
解
消
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

じゃがいも植え付け（上）収穫（下）

現在のモデル
ほ場のようす（下）

じゃがいも収穫後に、看板前で撮影（左）
みなさんいい笑顔です。

遊休農地解消啓発看板（上）

　
今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
毎
年
J
A
な
ら
け
ん
柏
木
支
店
で
開
催
さ
れ
て
い

る
「
2
0
1
7
み
の
り
の
秋
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
」
の
来
場
者
を
対
象
に
約
3
0
0
名

の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
意
向
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

性別　
　①男…203名（67.2%）　②女…99名（32.8%）　
　　→半数以上が男性の回答者でした。
年齢は、おいくつですか。
　①39歳以下　 10名（3.2%） ②40歳代　15名（4.9%）
　③50歳代　　 39名（12.9%） ④60歳代　120名（39.5%）
　⑤70歳以上　120名（39.5%）
　　→60歳以上だけで79%を占めており、高齢化が進んでいることが伺えます。
お住まいはどちらですか。
　①平坦　220名（75.3%）　②中山間　50名（17.1%）
　③市外　 22名（7.6%）
　　→アンケート実施会場が柏木町という事で、7割強が平坦の方でした。
農家ですか、非農家ですか。
　①農家　105名（35.6%）　②兼業農家　95名（32.2%）
　③非農家 95名（32.2%）
　　→農業者は農家・兼業農家あわせて7割弱でした。
①もしくは②に○の方・あなたの家には農業後継者がおられますか。
　①後継者と同居　　35名（27.0%）　②将来は戻る予定　30名（23.0%）
　③後継者はいない　59名（45.3%）　④その他　　　　　 6名（4.7%）
　→後継者のいない不安を抱えている農家が約半数という結果になりました。
　　その他に○を入れた方の具体的回答は、ありませんでした。

問 1　調査項目

①ある　168名（59.2%）　　②ない　116名（40.8%）
　イノシシ　　51名（17.7%） サル　　21名（7.3%） シカ　　36名（12.5%）
　アライグマ　71名（24.7%） カラス　93名（32.3%） その他　16名（5.5%）
　→過半数の方が「被害がある」と答え、中でもカラス・イノシシの被害があると回答されました。こ
れは、平坦回答者が7割を占めていることから、カラスの被害が多いと思われます。

①農産物価格の低迷　　　　95名（21.8%） ②遊休農地の解消　128名（29.6%）
③農村集落（里山）の保全　43名（9.9%） ④地産地消の推進　 61名（14.0%）
⑤鳥獣被害対策の強化　　　98名（22.6%） ⑥その他　　　　　　9名（2.1%）
　→②遊休農地の解消が一番多く3割を占めました。

問3で②遊休農地の解消と答えた方にお聞きします。
あなたは、遊休農地を解消するために、どの取り組みが良いと思いますか。（複数回答可）
①農地中間管理機構（農地バンク）の活用 ……………… 60名（20%）
②担い手への農地利用の集積の推進 ……………………… 78名（26%）
③新規就農者と担い手の確保・育成 ……………………… 75名（25%）
④市民農園や家庭菜園として貸す制度の活用・推進 …… 75名（25%）
⑤その他 ……………………………………………………… 10名（ 4%）
　→回答数の多さから、遊休農地解消への強い関心が伺えます。

問２　鳥獣による被害はありますか。　（複数回答可）

問３　農業問題で取り組んでほしいと思うことは何ですか。　（複数回答可）
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○
森
本
さ
ん
の
場
合
・
・
・

　
約
６
万
㎡
を
耕
作
さ
れ
て
い
る
森
本
さ
ん
。

　
主
な
作
物
は
「
こ
し
ひ
か
り
」
で
す
が
、
他
に
も

「
に
こ
ま
る
」
や
も
ち
米
、
早
稲
、
酒
造
好
適
米
の

「
露
葉
風
（
つ
ゆ
は
か
ぜ
）
」
な
ど
、
様
々
な
品
種

の
お
米
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
水
稲
の
苗
は
、
５
月
の
植
え
付
け
に
合
わ
せ
て
、

全
て
自
分
で
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
繁
忙
期
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
う
そ
う
で
す
が
、

基
本
的
に
は
自
分
一
人
で
作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
一
年
目
は
、
化
学
肥
料
で
栽
培
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
有
機
肥
料
に
よ
る
循
環
式
農
業
で
、
専

業
農
家
の
同
志
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
森
本
さ
ん
は
認
定
農
業
者
で
、
奈
良
県
の
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
も
受
け
て
お
ら
れ
、
環
境
に
優
し

い
農
業
へ
の
取
り
組
み
に
日
々
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

○
近
代
的
な
農
業
・
・
・

　
カ
メ
ム
シ
駆
除
の
農
薬
散
布
等
に
、
免
許
を
取
得

し
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
お
ら
れ
る
森
本
さ
ん
。
お

お
よ
そ
４
千
㎡
を
10
分
ほ
ど
で
散
布
し
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
の
講
師
も
さ
れ
て
お
ら
れ
、
次
世
代
農
業
者
や

子
ど
も
た
ち
へ
実
践
し
て
見
せ
て
、
教
え
て
く
れ
ま
す
。

 

「
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
、
農
業
の
取
り
組
み
や
、

主
力
と
な
る
よ
う
な
作
物
・
特
産
物
な
ど
を
作
っ
て

い
き
、
地
域
の
活
性
化
や
発
展
に
努
め
、
農
業
が
衰

退
し
て
行
か
な
い
よ
う
に
、
食
い
止
め
た
い
。
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
牧
田
さ
ん
、
森
本
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
、
取
材
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴールデンラビットビールゴールデンラビットビールゴールデンラビットビール

 ビールを通じて奈良の活性化に貢献したいと
ゴールデンラビットビールを立ち上げた、代表の
市橋健さん。
 奈良県初の大麦栽培や特産米「ひのひかり」を
使ったビールをクラウドファンティング活用して開
発するなど、地方創生にも取り組んでおられます。
 今回取材した森本さんは、都祁地区産のビール
をと、大麦を原材料として、提供されています。
ホップは、都祁行政センターで栽培中です。

　平成３０年７月農業委員会合同総会は７月２７日、午後
３時から奈良市役所北棟６階第２２会議室において開催さ
れ、会長の挨拶後、議事に入りました。
　上程された案件は次のとおりです。
　○農地等の利用の最適化の推進に関する意見書について
　○農地利用状況調査及び非農地判断について
　○農地利用最適化推進委員長及び同副委員長の任命につ

いて
　○農地利用最適化交付金について
　どの議案も滞りなく審議がなされ、満場一致で可決され、
閉会となりました。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
お
ら

れ
る
農
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
都
祁
で
米
つ
く
り
を
し
て
お
ら
れ
る
牧

田
さ
ん
と
森
本
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

○
都
祁
の
米
つ
く
り
・
・
・

　
都
祁
地
域
は
奈
良
県
北
東
部
、
平
均
標
高
約
４
７

０
ｍ
の
大
和
高
原
に
位
置
し
て
お
り
、
高
原
を
流
れ

る
綺
麗
な
空
気
・
水
で
育
つ
お
米
は
、
美
味
し
い
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
都
祁
で
主
に
作
付
け
さ
れ
て

い
る
の
は
「
こ
し
ひ
か
り
」
で
す
。

　
こ
だ
わ
り
農
家
さ
ん
と
、
大
規
模
農
家
さ
ん
、
育

て
方
は
似
て
非
な
り
ま
す
が
、
昨
今
の
農
業
で
も
課

題
に
挙
が
る
、
遊
休
農
地
解
消
を
、
お
二
方
と
も
意

識
し
て
お
ら
れ
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
土
地
を
農
地
に

復
元
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

○
牧
田
さ
ん
の
場
合
・
・
・

　
10
年
ほ
ど
前
に
退
職
し
て
か
ら
、
「
自
然
農

法
」
と
い
う
本
を
片
手
に
、
農
業
を
始
め
た
と
い

う
牧
田
さ
ん
。

　
最
初
は
困
難
を
極
め
た
上
に
、
経
費
削
減
の
た

め
、
自
家
消
費
の
み
で
し
た
が
、
段
々
と
慣
れ
て

き
た
今
で
は
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
土
地
を
農
地
に

復
元
し
、
手
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

　
無
農
薬
・
無
肥
料
・
無
除
草
剤
の
自
然
栽
培
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
植
え
付
け
た
の
ち
、
丈
夫
な
根
を
は
ら
せ
る
の

が
一
番
苦
労
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
身
体
に
良
い
米
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
今
ま

で
の
農
業
ス
タ
イ
ル
を
根
本
的
に
変
え
て
行
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。
自
然
栽
培
の
実
践
を
高
め
、

和
食
の
主
で
も
あ
る
米
を
、
も
っ
と
大
切
に
し
て

行
き
た
い
。
」
と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

No.26

取材の様子（都祁行政センターにて）
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就
任
後
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
や
る
べ
き

こ
と
を
学
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
荒
廃
農
地
の
解
消
と

農
地
の
有
効
利
用
対
策
が
最
優
先
さ
れ
る
と
認
識
致
し

ま
し
た
。

　
な
ぜ
荒
廃
農
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
経

過
・
原
因
を
探
り
原
点
か
ら
考
え
な
い
と
解
消
の
必
要

性
は
理
解
出
来
て
も
、
解
消
の
具
体
策
は
見
つ
か
ら
な

い
の
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　
農
村
・
農
業
に
お
け
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
郷
土

愛
）
を
強
く
出
し
、
自
治
会
や
地
域
農
業
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
を
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
期

限
内
に
結
果
を
出
す
）
の
精
神
で
、
懸
命
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
が
ん
ば
る
フ
ァ
ー
マ
ー
で
は
、
中
山
間
に
お

け
る
米
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
大
規
模
で
ド
ロ
ー
ン
等

を
取
り
入
れ
て
お
ら
れ
る
近
代
的
な
専
業
農
家
と
、
非

農
家
で
あ
っ
た
が
、
荒
廃
農
地
を
活
用
し
て
昔
か
ら
言

わ
れ
る
米
づ
く
り
八
十
八
の
作
業
に
基
づ
い
て
耕
作
し

て
お
ら
れ
る
方
と
、
対
照
的
な
お
二
人
を
取
り
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
な
ど
を
ご

覧
に
な
ら
れ
、
ご
参
考
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
な
ら
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
で
は
、
皆
様
の
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
寄
せ
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
農
業
委
員
会 

推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
好
成

　
奈
良
市
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
市
内
で

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、
農
地
が

適
切
に
耕
作
・
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
農
地
の
周
辺
で
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
る
農
地
に
つ
い

て
は
、
調
査
結
果
の
整
理
後
、
所
有
者
の

方
に
利
用
意
向
調
査
等
を
し
て

い
き
ま
す
。

《
実
施
予
定
》

　
平
成
30
年
　

　
９
月
〜
11
月
頃
　
　
　
　
　
　
　
　

　
地
域
の
実
勢
に
あ
っ
た
賃
借
料
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
農

地
法
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
り
賃
貸
借
契
約

さ
れ
た
賃
借
料
の
水
準
は
、
左
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
賃
借
料
は
目
安
で
す
の
で
、
実
際
の
賃
借
料

を
決
め
る
際
は
、
当
事
者
間
で
話
し
あ
い
の
上
で
決
め
て
く

だ
さ
い
。

奈
良
市
貸
借
料
情
報
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